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第 159号（3） 諸塚村議会だより 平成 30 年 11月 （2）第 159号諸塚村議会だより平成 30 年 11月

　日本列島は、度重なる自然災害で国民の生活が大きく揺らいでいる。
　東アジア情勢は、中国の軍事力が増強され、北朝鮮では非核化に向けての動きはあるものの先行きは不透明である。
　そのような状況下、本村の平成29年度一般会計決算では、歳入36億7,100万円で前年対比6,300万円、1.7％
の減、歳出34億9,100万円で4,800万円、1.4％減額となった。地方交付税が、1億5,100万円と大きく減額され
たことが要因となっている。
　主な事業としては、防災無線デジタル化改修事業、福祉館の耐震補強改修や災害復旧費、林道や道路の開設維持
補修など、村民の安心安全のために支出されている。また、平成29年には、診療所に定着医師1名増となり、村民
の健康を守るための充実した体制が整った。
　本村の財政は自主財源18％、依存財源82％であり、国、県等から割り当てられた財源に頼る厳しい財政運営と
言える。
　今後、交付税や補助金が減額の傾向にある中で、村民の暮らしを豊か
にするには、これまで以上に行財政改革が重要である。

１．人口減少対策への取り組み
２．自然災害への事前対策の徹底
３．社会教育と高齢者福祉の充実

………………………………………………………………285万円

………………………………………………272万円
…………………………………………………………50万円

…………………………………………………………………203万円

………………………………………………4,950万円
…………………………………………………………………………390万円
………………………………………………………………………3,208万円

……………………………………………………………………………………2,940万円
………………………………………………………………………………2,130万円
…………………………………………………………………………6,269万円
…………………………………………………………………………1,185万円
…………………………………………………………………………8,748万円

……………………………………………………………310万円

平成29年度一般会計決算認定
平成30年第３回定例会

歳入額　
歳出額　

36億7100万円
34億9089万円

決算審査特別委員会の様子

★　特　別　会　計　★

会　計　名

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険 事 業

簡 易 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

診 療 所 事 業

発 電 事 業

特 別 会 計 合 計

決　算　額

3億6076万円

2778万円

2億6240万円

3554万円

1334万円

3億4272万円

35万円

10億4289万円

第３回定例議会 平成30年度一般会計補正予算
補正額：3億1600万円

◆一般会計の主な補正内容◆

合計34億1100万円
（単位）万円

「企画」・電気自動車充電スタンド整備事業
　　　　・魅力ある観光地づくり推進支援事業
　　　　（池ノ窪公衆トイレ改修、村内観光案内板補修等）
「住民」・諸塚村介護職員等緊急確保特別対策事業
「産業」・柳の越園芸団地加圧ポンプ修繕
　　　　・小水力発電等農村地域導入支援事業
　　　　（柳の越及び井戸園芸団地太陽光発電整備事業）
「建設」・林道開設改良村単独事業
　　　　・道路新設改良村単独事業
　　　　・道路維持事業
　　　　・村有住宅改修事業
　　　　・林業施設災害復旧事業
　　　　・耕地災害復旧事業
　　　　・土木施設災害復旧事業
「教委」・村内各小学校空調施設設計委託事業

…………………………………………………………………………1,061万円
……………………………………………………………………………2,097万円
……………………………………………………………………………………65万円
…………………………………………………………………………………133万円
…………………………………………………………………………………159万円
………………………………………………………………………………723万円
……………………………………………………………………………………30万円
…………………………………………………………………………………206万円
…………………………………………………………………………………500万円
…………………………………………………………………………………500万円
…………………………………………………………………………………177万円
…………………………………………………………………………………▲98万円

◆特別会計の主な補正内容◆
「国　　　　　保」・基金積立金
　　　　　　　　　・諸支出金
　　　　　　　　　・予備費
「後期高齢者医療」・総務費
　　　　　　　　　・予備費
「介 護 保 険」・諸支出金
「簡 易 水 道」・衛生費
「公 共 下 水 道」・衛生費
「診 療 所」・総務費
　　　　　　　　　・予備費
「発　　　　　電」・総務費
　　　　　　　　　・予備費

◆条例の制定等◆
「総務課」・諸塚村個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定
「建設課」・諸塚村使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定
「総務課」・財産の取得

池ノ窪ログハウス 柳の越園芸団地

議会費

4570万円

総務費

5億8163万円

民生費

4億4706万円

衛生費

2億9439万円

農林水産費

5億7472万円

商工費

8016万円

土木費

3億4365万円

消防費

2億1084万円

教育費

2億1365万円

災害復旧費

3億7030万円

公債費

3億2878万円

個別意見

総括意見



岩
本
議
員

問　
諸
塚
村
は
、
先
人
た
ち
の

努
力
に
よ
り
、
林
業
、
シ
イ
タ

ケ
、
畜
産
、
茶
の
4
大
産
業
を

確
立
し
て
、
村
の
経
済
の
柱
と

な
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
高

冷
地
の
園
芸
作
物
に
も
力
を
入

れ
、
物
を
つ
く
る
技
術
、
生
産

力
は
各
段
に
伸
び
て
い
る
。
価

格
は
一
時
の
低
迷
期
を
脱
出
は

し
て
い
る
が
、
品
質
に
よ
っ
て

は
大
き
な
開
き
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
6
次
産
業
化
に
取

り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
作
物
の
ま
ま
で
は
な
く
、

調
理
、
加
工
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
し

て
販
売
で
き
る
の
で
、
市
場
へ

の
価
格
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
、

働
き
場
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
。
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一

質
般

問
今
回
４
名
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

①
諸
塚
村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

事
業
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

①
次
期
村
長
選
挙
に
つ
い
て

①
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
牛
糞
処
理
に
つ
い
て

②
林
業
問
題
に

つ
い
て

中田　政雄 議員堀　英博 議員

①
諸
塚
村
で
の
6
次
産
業
化
対
策

に
つ
い
て

岩本　國和 議員 梅田　義輝 議員

西川　健 村長

中
田
議
員

問　
今
年
2
月
23
日
に
設
立

さ
れ
た
諸
塚
村
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
事
業
検
討
委
員
会
が
開
催
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
理
由
と
今
後
の
取
組
み
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
予
算
に
つ
い

て西
川
村
長

答　
委
員
会
の
開
催
は
で
き

て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
稼

働
事
例
や
同
様
な
自
治
体
か
ら

の
情
報
収
集
や
庁
内
事
務
レ
ベ

ル
で
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て

随
時
協
議
を
進
め
て
き
た
。
9

月
3
日
に
二
回
目
の
庁
内
会
議

で
視
察
や
研
修
の
報
告
と
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
を
し

た
が
、
情
報
収
集
や
調
査
研
究

が
不
足
し
て
い
る
と
考
え
る
。

事
業
と
し
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
方
法
、
売
電
の
協
議
、
関

連
法
案
の
熟
知
、
事
業
か
所
の

選
定
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ

り
、
期
間
と
し
て
は
二
年
半
ぐ

ら
い
で
、
予
算
に
つ
い
て
は
補

助
金
を
活
用
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

中
田
議
員

問　
F
I
T
と
呼
ば
れ
る
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
買
い
取

り
価
格
の
見
直
し
や
他
の
多
く

の
事
業
者
や
自
治
体
の
参
入
等

を
考
え
る
と
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
る
べ
き
と
考
え
る

の
だ
が
？

西
川
村
長

答　
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

行
う
つ
も
り
だ
が
、
と
に
か
く

一
番
の
段
階
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
庁
内
会

議
、
そ
し
て
検
討
委
員
会
で
ど

う
な
ん
だ
と
い
う
物
が
見
え
る

形
に
持
っ
て
い
き
た
い
。

中
田
議
員

問　
発
電
事
業
検
討
委
員
会

の
構
成
委
員
の
中
に
産
学
官
の

中
の
学
と
い
う
面
で
の
人
選
を

し
て
み
て
は
と
思
う
が
。

西
川
村
長

答　
庁
内
会
議
で
も
、
バ
イ
オ

マ
ス
の
仕
上
げ
関
係
に
詳
し
い

学
者
さ
ん
や
専
門
性
を
持
っ
た

先
生
に
入
っ
て
い
た
だ
く
意
見

も
出
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

梅
田
議
員

問　
来
年
4
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
統
一
地
方
選
挙
、
諸
塚

村
村
長
選
挙
に
つ
い
て
、
立
候

補
の
意
思
を
含
め
て
、
現
時
点

で
ど
の
よ
う
な
お
考
え
か
。

西
川
村
長

答　
人
口
減
少
と
い
う
最
大

の
難
局
の
緩
和
策
や
、
今
、
検

討
、
研
究
に
入
っ
て
い
る
中
央

公
民
館
改
築
、
先
ほ
ど
か
ら
出

た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
の
道

筋
を
つ
け
る
こ
と
、
座
談
会
な

ど
で
の
多
く
の
要
望
事
項
の
迅

速
な
対
応
等
が
私
に
与
え
ら
れ

た
役
割
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
の
中
、
ど
の
よ
う

な
施
策
で
村
を
持
続
さ
せ
て
い

く
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る

が
、
今
ま
で
御
理
解
、
御
支
援

賜
っ
た
方
々
の
意
見
、
ま
た
、

御
叱
責
の
面
も
含
め
て
賜
り
、

肌
で
感
じ
な
が
ら
、
継
続
し
て

林
業
立
村
の
村
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い

で
い
る
。

梅
田
議
員

問　
拡
大
造
林
時
代
の
資
源

が
育
っ
た
こ
と
や
機
械
化
が
進

ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
急
激
に
伐

採
量
が
増
え
た
た
め
、
再
造
林

が
お
く
れ
、
事
業
体
な
ど
の
収

益
の
格
差
や
労
働
者
の
労
働
対

価
な
ど
、
極
め
て
バ
ラ
ン
ス
が

悪
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

今
後
、
本
村
の
循
環
型
林
業

を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
自
伐

林
家
、
森
林
組
合
、
ウ
ッ
ド
ピ

ア
諸
塚
、
事
業
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
林
業
が
大
切
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

西
川
村
長

答　
森
林
整
備
に
対
し
て
国

県
事
業
へ
の
上
乗
せ
や
単
独
事

業
な
ど
と
、
他
の
市
町
村
以
上

の
施
策
を
と
っ
て
き
た
と
思

う
。
今
回
の
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
に
つ
い
て
も
独
自
の
施

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
情
報
で
は
、
考
え
て
い
た

も
の
よ
り
使
い
に
く
い
よ
う
な

説
明
を
受
け
て
い
る
。
ま
だ
状

況
は
変
わ
っ
て
い
く
様
相
が
あ

る
の
で
、
他
の
森
林
整
備
事
業

も
含
め
、
国
・
県
へ
の
要
望
を

他
の
自
治
体
、
議
会
、
村
と
も

一
緒
に
な
っ
て
協
議
し
て
、
要

望
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

平成 30 年 11月

堀
議
員

問　
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
ふ
ん

尿
処
理
の
現
状
は
、
牛
の
飼
養

管
理
に
追
わ
れ
、
堆
肥
づ
く
り

の
作
業
が
遅
れ
未
熟
堆
肥
と
な

っ
て
引
き
合
い
が
減
少
し
、
管

理
施
設
内
に
蓄
積
さ
れ
て
き

た
。

　

家
畜
排
せ
つ
物
法
で
は
、
ふ

ん
尿
処
理
は
飼
養
頭
数
に
よ
り

規
制
さ
れ
て
い
る
が
、
セ
ン
タ

ー
だ
け
で
な
く
、
畜
産
農
家
全

体
の
問
題
と
し
て
対
策
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
村
長
の
考
え
を
。

西
川
村
長

答　
人
員
不
足
に
よ
る
堆
肥

づ
く
り
の
切
り
返
し
作
業
の
遅

れ
も
確
認
し
て
い
る
。
畜
産
セ

ン
タ
ー
の
堆
肥
販
売
実
績
も
減

少
し
て
い
る
。
家
畜
排
せ
つ
物

法
に
つ
い
て
は
、
管
理
基
準
適

用
内
と
い
う
こ
と
で
適
切
に
管

理
し
て
い
き
た
い
。
関
係
機
関

と
連
携
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

西
川
村
長

答　
6
次
産
業
化
の
鍵
は
販

売
面
に
あ
り
、
販
売
現
場
の
情

報
を
加
味
し
た
売
れ
る
商
品
の

開
発
、
製
造
体
制
づ
く
り
が
重

要
で
あ
る
。
一
定
量
の
生
産
量

と
安
定
し
た
販
路
を
両
立
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
な
ど
課
題
は
あ

る
。
今
後
と
も
諸
塚
の
特
産
品

生
産
の
特
色
で
あ
る
、
安
心
安

全
な
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
生

産
体
制
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

た
、
販
売
と
製
造
の
連
携
に
よ

る
6
次
産
業
化
の
努
力
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

堀
議
員

問　
畜
産
農
家
が
村
内
24
戸
、

飼
養
頭
数
が
約
1
8
0
頭
。
管

理
舎
の
建
設
、
堆
肥
供
給
セ
ン

タ
ー
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

西
川
村
長

答　
理
想
的
な
処
理
は
、
中
心

に
集
積
所
を
置
き
堆
肥
の
管
理

を
す
る
必
要
が
あ
る
。
施
設
や

用
地
の
問
題
も
あ
り
、
難
し
い

と
思
う
が
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
当
た
っ
て
い
く
べ
き
と
考

え
て
い
る
。
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そ
こ
が
聞
き
た
い

歳入歳出決算に対する質疑応答 
（総括質疑）

歳入歳出決算に対する質疑応答 
（総括質疑）

歳入歳出決算に対する質疑応答 
（総括質疑）

（質疑）
③公民館の集会所の改修事業について
　 改修事業については、国・県の交付金事業と
　 村単独事業での対応、事業の取り組み方は、
　 金額面で判断しているのか。
答弁
　 国・県事業を使うかどうかについては、金額
　 の面が一番大きなところである。バリアフ
　 リー、トイレの水洗化あるいは段差解消に
　 ついては、優先的に対応する意味で村単で
　 対応することが多い。

（質疑）
④災害時の対応について
① 災害時の避難場所として公の施設の耐震性
　 の調査、改修計画があるのか。
② 避難時の非常食の管理状況はどうなってい
　 るのか。
答弁
① 耐震診断を実施した建物としていない建物
　 もあり、全てが耐震診断の建物ではない。
② 常に300食ぐらいは役場の倉庫に保管して
　 いる。

（質疑）
⑤マイナンバーカードの普及率について
　 マイナンバーカードの普及に向けての取組みは
答弁
　 村内でのメリットは余りない。今の法律か
　 らいけば、番号をちゃんと管理しておけば
　 いいということである。

（質疑）
⑥学校教育について
① 小学6年生と中学3年生の全国学力テスト
　 で、諸塚の子どもたちが県下でトップとい
　 うことで、その要因についてはどのように
　 考えるか。
② 学校の施設でブロック塀とか、その他の危
　 険か所の点検は、諸塚では実施したか。
答弁
① 小規模であるがゆえにマンツーマンの指導が
　 できている。優秀な先生方が来ていただいて
　 おり、指導の仕方を学び合い、資質を高め合
　 っている。また、家庭と学校がうまく連携を
　 取っている。
② 保護者が危険か所を取りまとめて、学校か
　 ら教育委員会へ上げてくる。建設課と関係
　 者で一緒に現地を確認している。

（質疑）
①くぬぎ地蔵の登録商標について
① 民生費の中の補助金40万円、くぬぎ地蔵の
　 登録商標について
② 絵馬を作って販売することは、慎重に構え
　 たほうがいいのでは。
答弁
① 絵馬の作製を考えている。全国展開をやる
　 ということになって、くぬぎ地蔵の商標が、
　 ほかに行かないように権利を早めに商標登
　 録した方がいいのではと思っている。
② 絵馬については、前おられた九保大の先生
　 と協力し合って、販売展開につなげていく
　 形になる。

（質疑）
②せせらぎの里のことについて
① 次長は、役場からの出向ではないのか、なぜ
　 辞められたのか。
② 職員が何人入っても施設の中の環境が整わ
　 なかったら、辞める方が出てくるのではな
　 いか。
③ 職員のメンタルの部分をどのようにケアし
　 ているのか。
④ 監視カメラを付けた経緯は？
⑤ 入所者ファーストである。今後どのように
　 やっていくのか。
⑥ 公設民営で方向性が見いだせないか。
答弁
① 退職して再任用という形で派遣した。本人
　 の一身上の都合という意思を尊重した。
② 外の施設の介護職員の状況も、職員の入れ
　 替わりが激しく確保に苦労していると聞く。
　 月の初めとか話をさせていただき、施設長
　 を中心にやってくださいとお願いをしてい
　 る。
③ メンタルのケアをどのようにやっているの
　 かというのは私も分からない。施設長の方
　 で面談をやっていただいていると思う。
④ 監視カメラは防犯的な考え方である。
⑤ 社協の運営委員会の協議の中で、会合のあ
　 り方や福祉、そういったものきちっと理解
　 できた優秀な人材を採用し、人間関係に感
　 情的に介入しないような人たちを入れてい
　 こうということで一致した。
⑥ ひまわり会あたりにも相談すべきか色々な
　 方法を模索している。

そ
こ
が
聞
き
た
い

　 番交付税が減少した。その頃の起債償還は、
　 年間7億5、6千万円であったが、今は、年
　 間3億円ぐらいになった。基金は、全ての
　 ことを国に報告する義務があり、国も、余
　 裕がある自治体とみれば、交付税を減額し
　 ているのではないかと考えている。今、財
　 政指数も非常に良くなっているところも、
　 ここは余裕があるのではないかと見られて
　 いるのではないかと思う。

（質疑）
⑫森林組合について
　 機械の老朽化、全てそういう更新時期に入
　 っており、これまた大きな問題となってい
　 るが。
答弁
　 うちの加工センターの場合、第1工場が大
　 変傷んでおり、今後について検討されてい
　 るというような話を伺っている。村内にあ
　 る加工センターを維持するために、村とし
　 ても一緒になって考えていかなければいけ
　 ない時期に来ている。

（質疑）
⑬みちゆき推進事業について
① みちゆき推進事業のイベント企画委託業務
　 の内容について
② 人口減少が幾らかでも解消できるよう民間
　 業者を活用して、今年度予算をある程度つ
　 ぎ込んで、積極的に展開していただきたい。
答弁
① 今年度については、諸塚、椎葉、五ヶ瀬あ
　 たりを中心にして一泊二日を1回、バスツ
　 アーを1回ということで企画して募集をは
　 じめるところである。今年は早めに年内開
　 催の予定である。
② 一人でもカップルができたら、たぶん一年
　 間につぎ込む予算以上の効果があると思う
　 のでぜひやれる分を積極的に行いたいと思
　 う。

（質疑）
⑦中央公民館の駐車場について
　 検討会を立ち上げて検討するということだ
　 が、どうなっているのか。
答弁
　 施設の内容的なものを固めて、プロポーザ
　 ルにかける。今までは建物だけについて検
　 討してきたが、駐車場部分の立体駐車場的
　 なことも含めて、今年度中に基本設計を作
　 り上げる。

（質疑）
⑧中央公民館の改修について
　 小中学校の児童数が減る中で、今後、統廃合
　 はないのかということを念頭に入れて中央
　 公民館の改修を検討してもらいたい。
答弁
　 保護者、地域の人たちがしっかり話をして
　 いただいて合意を得てからでないと、やは
　 り強制的に合併するというのは無理かなと
　 考えている。
　 今後の統廃合に伴う、中央公民館の位置と
　 かはもう以前から考えている。将来はどう
　 なるのか見込みながら、大型プロジェクト
　 は進めていくということは認識している。

（質疑）
⑨エリートツリーについて
　 熊本の樹木種苗センターに行ってエリート
　 ツリーを見てきた。成長の早い樹木で、今後、
　 労働力不足になって下刈り等の森林整備に
　 影響が出てくるような場合は、このような
　 樹種を取り入れながら、諸塚村も生かして
　 いく必要があるのではないか。
答弁
　 この導入について、適地適木の問題もある
　 ということだが、その必要性はあると考え
　 る。今後、産業課、森林組合あたりと相談し
　 ながら進めたい。

（質疑）
⑩大規模伐採について
　 林道が壊れ、山が崩壊して川の方まで土砂
　 が流れ込んで飲料水が濁った。住民の生活
　 に影響が出るようなことが起きれば、行政
　 としても対策をしていただきたい。
答弁
　 大規模伐採による災害関係が大きな問題に
　 なっている。事業体へ文書で注意を促して
　 いるところである。

（質疑）
⑪交付税の減額について
　 本村の財政現状の評価についてお伺いする。
答弁
　 諸塚村が合併の協議を行っている時期に一
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所
管
事
務
調
査
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

水
見
椎
茸
団
地
に
お
い
て

は
、
害
菌
、
特
に
ラ
ク
テ
ア 

オ

オ
ボ
タ
ン
タ
ケ
の
被
害
が
深
刻

で
あ
る
。
こ
の
害
菌
は
、
夏
場

の
高
温
多
湿
で
無
風
状
態
の
条

件
で
発
生
し
活
力
を
増
し
、
き

わ
め
て
汚
染
ス
ピ
ー
ド
が
早
い

の
が
特
長
だ
。

　

ま
た
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る

と
団
地
全
体
の
消
毒
や
原
木
の

一
斉
撤
去
し
か
対
策
が
な
く
生

産
者
に
と
っ
て
厄
介
な
害
菌
で

あ
る
。
大
規
模
生
産
団
地
で
あ

る
水
見
椎
茸
団
地
に
お
い
て

は
、
夏
場
の
高
温
多
湿
な
条
件

に
加
え
長
年
同
じ
場
所
で
ホ
タ

木
づ
く
り
を
す
る
た
め
害
菌
に

汚
染
さ
れ
て
い
る
と
の
話
も
あ

り
、
早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
た
。

　

次
に
、
椎
茸
生
産
に
お
い
て

数
々
の
受
賞
に
輝
く
村
内
屈
指

の
技
術
を
持
っ
て
い
る
、
日
与

川
和
志
氏
の
ホ
タ
場
を
視
察
し

た
。
椎
茸
生
産
ホ
タ
場（
ハ
ウ

ス
）に
入
る
と
見
事
な
ホ
タ
木

が
並
ん
で
お
り
採
取
の
時
に
使

う
鏡
や
計
測
器
が
備
え
ら
れ
、

品
評
会
に
向
け
て
の
意
欲
を
感

じ
た
し
だ
い
で
あ
る
。

　

石
原
バ
ル
椎
茸
団
地
に
お
い

て
は
、
駒
打
ち
作
業
の
最
中
だ

っ
た
が
、
２
台
の
駒
打
ち
機
や

運
搬
車
を
駆
使
し
、
団
地
入
所

者
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
の
作

業
は
見
習
う
も
の
が
あ
っ
た
。

　

本
村
の
椎
茸
生
産
は
、
平
成

27
年
頃
か
ら
急
激
な
価
格
回
復

が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
こ
こ
数

年
植
菌
数
は
増
え
て
い
る
が
、

生
産
量
の
増
量
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
今
回
の
調
査
で
感
じ
た

こ
と
は
、
村
民
の
貴
重
な
収
入

源
で
も
あ
る
椎
茸
産
業
を
守
る

た
め
に
も
、
害
菌
対
策
は
急
務

で
あ
る
と
感
じ
た
。

集
や
庁
内

総
務
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

（
１
人
に
つ
き
6,
0
0
0
円
）

　

8
月
21
日
の
台
風
19
号
が
明

日
に
も
九
州
上
陸
か
、
本
県
に

最
接
近
と
の
天
気
予
報
の
状
況

か
ら
か
時
折
激
し
い
雨
が
降
る

天
候
の
中
、
荒
川
保
育
所
か
ら

施
設
訪
問
を
行
っ
た
。
新
築
工

事
が
間
も
な
く
始
ま
る
予
定

で
、
敷
地
の
造
成
は
既
に
終
わ

っ
て
お
り
、
請
負
業
者
も
決
ま

り
、
完
成
予
定
は
来
年
の
2
月

で
あ
る
。
築
50
年
を
経
過
し
た

現
在
の
建
物
は
今
ま
で
何
度
と

な
く
改
修
を
行
い
、
園
児
の
安

全
環
境
や
教
育
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
平
成
30
年
度
保
育
所
等
整

備
交
付
金
事
業
に
よ
り
、
新
築

に
至
っ
た
こ
と
は
、
地
域
に
と

っ
て
も
明
る
い
話
題
の
提
供
と

な
り
、
今
後
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

午
後
か
ら
は
、
ひ
ま
わ
り
保

育
所
を
訪
問
し
た
が
、
昼
寝
の

時
間
帯
で
、
ま
た
こ
の
日
は
1

人
の
登
園
し
か
な
く
、
男
児
1

人
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
寝
て

い
た
。
そ
れ
も
今
年
設
置
さ
れ

た
エ
ア
コ
ン
の
心
地
良
い
風
が

そ
う
さ
せ
て
い
た
の
は
、
全
員

が
納
得
し
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

　

最
後
の
諸
塚
保
育
所
は
、
昼

寝
が
終
わ
り
、
寝
惚
け
眼
や
少

し
人
見
知
り
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
園
児
な
ど
、
賑
や
か
と
い
う

よ
り
、
大
変
な
様
子
で
あ
っ
た
。

常
時
8
名
と
時
間
帯
で
3
名
の

保
育
士
、
栄
養
士
と
調
理
補
助

2
名
の
給
食
係
で
対
応
し
て
い

る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
責

任
者（
所
長
）を
含
め
、
遠
距
離

か
ら
の
通
勤
で
、
台
風
や
雪
な

ど
が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
は
、

宿
泊
で
の
対
応
も
考
え
て
い
る

よ
う
で
、
今
で
も
緊
急
を
要
す

る
場
合
は
、
近
く
の
退
職
者
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
聞

か
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、
設
備
面
で
の
早
急

な
改
善
か
所
は
見
い
だ
せ
な
か

っ
た
が
、
未
来
の
宝
と
も
言
う

べ
き
園
児
の
健
全
な
育
成
と
成

長
、
同
時
に
各
保
育
所
の
存
続

に
向
け
て
さ
ら
な
る
努
力
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
た
次
第
で
あ

る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

　

7
月
19
日
に
村
内
の
道
路
状

況
を
調
査
し
た
。
今
回
は
都
合

に
よ
り
七
ツ
山
地
区
だ
け
の
調

査
と
な
っ
た
。

①
合
鴫
水
源
地
線
災
害
復
旧
事

業
　

平
成
28
年
6
月
18
日
か
ら
7

月
5
日
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ

り
、
延
長
63
m
に
わ
た
り
被
災
。

工
期
は
平
成
29
年
1
月
26
日
か

ら
平
成
30
年
3
月
27
日
で
、
最

終
契
約
金
額
1
5
4,
9
3
3

千
円
で
完
成
し
て
い
た
。

②
林
道
川
内
片
桐
線
開
設
工
事

　

全
体
計
画
延
長
3,
6
0
0
m

で
平
成
24
年
度
か
ら
開
設
実

施
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
は

事
業
費
6
0,
0
0
0
千
円
、

8
0
9
m
を
予
定
し
て
お
り
累

計
で
2,
7
3
3
m
の
75
・
9
％

が
完
成
予
定
。
片
桐
橋
は
す
で

に
平
成
26
年
度
に
起
工
さ
れ
て

お
り
全
線
開
通
が
待
た
れ
る
。

③
猿
渡
奥
畑
線
災
害

　

平
成
30
年
5
月
7
日
に
崩
壊

し
た
が
、
災
害
申
請
の
関
係
で

長
い
期
間
通
行
止
め
と
な
っ
た

が
、
今
後
は
、
災
害
査
定
を
受

け
て
か
ら
の
工
事
と
な
る
。

④
小
原
地
区
排
水
工
事

　

平
成
29
年
9
月
に
コ
ル
ゲ
ー

ト
管
が
沈
下
に
よ
り
詰
ま
っ

た
。
管
の
土
被
り
が
深
す
ぎ
て

同
じ
位
置
に
施
工
で
き
ず
、
別

ル
ー
ト
で
排
水
す
る
こ
と
と
し

た
。
平
成
30
年
4
月
に
発
注
。

諸塚保育所

荒川保育所

諸塚保育所

荒川保育所

ひまわり保育所

園児の様子

最
終
工
期
8
月
31
日
、
当
初
請

負
額
1
2,
9
0
6
千
円

⑤
林
道
専
用
道
小
原
線
開
設

　

全
体
計
画
延
長
3,
7
0
0m
、

平
成
29
年
度
繰
越
予
算
の
工

事
。
7
月
30
日
に
発
注
、
最
終

工
期
平
成
31
年
1
月
16
日
。
全

体
工
事
費
見
込
、
4
2
0,
0
0

0
千
円

⑥
匹
谷
星
の
久
保
線

　

平
成
29
年
7
月
に
落
石
あ

り
。

　

今
回
の
調
査
は
以
上
で
あ
っ

た
。

　

村
全
体
を
見
て
も
、
補
助
事

業
な
ど
に
十
分
配
慮
さ
れ
て
お

り
、
特
に
林
道
関
係
は
、
村
内

4
か
所
で
開
設
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
雇
用
の
場
な
ど
村
内
経

済
に
も
十
分
貢
献
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
説
明
も
分
か
り

や
す
く
有
意
義
な
調
査
で
あ
っ

た
。

園児の様子

⑥
匹
谷
星
の
久
保
線

　

平
成
29
年
7
月
に
落
石
あ
り
。



諸塚村議会だより平成 30 年11月

議 会 活 動 報 告

議会広報編集特別委員会

市郡議長会要望活動

県町村議会議員大会 林野庁意見交換会

随　

想

随　

想

「
ふ
る
さ
と
大
運
動
会
」

田
原　

尚
美

　

台
風
接
近
の
た
め
�
二
日
遅
れ
の
平
日

開
催
と
な
�
た
村
内
三
小
学
校
の
運
動
会
�

さ
ぞ
か
し
寂
し
い
運
動
会
に
な
る
だ
ろ
う

と
思
い
き
や
�
七
小
の
入
場
式
が
始
ま
る

こ
ろ
に
は
地
域
の
方
々
�
村
外
か
ら
毎
年

欠
か
さ
ず
参
加
さ
れ
る
方
�
初
め
て
お
顔

を
拝
見
す
る
方
等
�
大
勢
の
皆
様
に
ご
来

場
い
た
だ
き
�
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
�

　

児
童
数
14
名
の
小
規
模
校
で
は
あ
り
ま

す
が
�
一
人
ひ
と
り
が
一
生
懸
命
�
真
剣

に
取
り
組
む
姿
に
場
内
は
感
動
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
�
団
技
が
始
ま
れ
ば
来
賓
�

高
齢
者
�
地
域
の
方
々
全
員
が
入
り
混
じ

�
て
競
技
に
参
加
し
�
笑
�
た
り
�
笑
わ

れ
た
り
�
ま
た
�
七
ツ
山
小
学
校
伝
統
の

七
小
太
鼓
で
は
息
の
合
�
た
バ
チ
さ
ば
き

を
披
露
�
ふ
る
さ
と
神
楽
で
は
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
導
入
に
よ
り
�
幻
想
的
な
空
間
を
演

出
�
ふ
る
さ
と
大
運
動
会
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
�

　

今
年
は
�
中
学
生
と
多
く
の
青
年
の
方

の
参
加
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
�
校
長

先
生
を
初
め
教
職
員
の
方
々
�
保
護
者
の

皆
様
の
運
動
会
に
か
け
る
熱
い
思
い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�
今
回
の
運
動

会
を
と
お
し
て
�
七
小
と
地
域
の
絆
の
強

さ
を
改
め
て
感
じ
た
一
日
で
し
た
�

　

ま
た
�
同
日
開
催
さ
れ
た
�
荒
谷
小
学
校
�

諸
塚
小
学
校
も
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
色
を

い
か
し
た
素
晴
ら
し
い
運
動
会
で
あ
�
た

よ
う
で
す
�

村
内
各
小
学
校
の

編 後集 記
　すすきの穂が秋の気配を感じさせ紅葉で山彩る季節となりました。
　朝晩の冷え込みが身にこたえ、日中の寒暖差により、体調に不
調をきたしやすい時季でもあります。体調管理に十分気を付けま
しょう。
　いよいよ11月、平成30年が良い形で締めることができますよう
祈念いたします。

（編集委員）田原尚美　堀　英博　岩本國和　山本利夫
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月 日 行　事　名

九州中央道提言活動（〜3日）

滝の下村政座談会

諸塚村政座談会

第1回臨時議会

日向市・東臼杵郡議長連絡会の国県への要望活動

正副議長研修会・地方行政問題研究会

入郷地域開発期成同盟会本庁要望活動

日向市・東臼杵郡議長連絡会の国県への要望活動

総務常任委員会政務調査

九州中央道建設促進地方大会

町村議会議長会役員会

五月会研修会

民生児童委員との意見交換会

第3回定例議会開会（〜21日）

決算審査特別委員会

　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　〃

決算審査特別委員会（まとめ）

第3回定例議会本会議（最終日）

連合所管事務調査（〜28日）

町村議会議員特別セミナー（〜5日）

県議長会臨時総会・議員大会・講演会

広域連合議会運営委員会

森林・林業懇談会

日向市木材シンポジウム

国道327号外整備促進要望活動

県北広域事務組合第1回会議

1

2

6

8

9

10

20

21

24

30

5

7

12

13

14

18

20

21

25

3

11

17

19

20

29

31

場　所
福岡市・東京都

滝 の 下

諸 塚

議 場

延岡・日向市

宮 崎 市

宮 崎 市

県 庁

村 内

高 千 穂 町

宮 崎 市

役 場

中 公

議 場

役 場

〃

〃

〃

議 場

岐阜県・富山県・長野県

滋 賀 県

五 ヶ 瀬 町

日 向 市

宮 崎 市

日 向 市

県 庁

延 岡 市

8

9

10

月 日 行　事　名

入郷地域開発期成同盟会本庁要望活動

地方行政問題協議会・正副議長研修会

九州中央道建設促進地方大会

日向市・東臼杵郡議長連絡会の国県への要望活動

日向市・東臼杵郡議長連絡会の国県への要望活動

議会運営委員会・議会全員協議会

町村議会議長会役員会

国道503号期成同盟会総会・総決起大会

本会議開会（〜15日）

決算審査特別委員会

　　　　〃

全国和牛能力共進会・連合所管事務調査

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会（まとめ）

第3回定例議会本会議(最終日）

第３回臨時議会

県議長会臨時総会・議員大会・講演会

三村議会協議会総会・研修会

広域連合議会運営委員会

森林・林業・林産業活性化九州大会

連合所管事務調査

10

10

17

18

23

31

1

5

6

7

8

10〜12

13

14

15

6

12

20

23

26

27

場　所

宮 崎 市

宮 崎 市

熊 本 市

延岡・日向市

県 庁

役 場

宮 崎 市

中 公

役 場

役 場

〃

仙台市・東京都

役 場

〃

〃

役 場

綾 町

椎 葉 村

日 向 市

大 分 市

熊 本 市

8

9

10

議会傍聴して
　　　　　　みませんか？

　次回の定例会は1２月７日（金）
開会予定です。
心よりお待ちしています。
お問い合わせ：議会事務局

TEL ６５－１１３０　

（10）




